
本年１月の能登地震、８月の南海トラフ地震臨時情報発表、頻繁に発生する異常気象等、

誰もが大規模災害が身近に起こりうる可能性を意識せざるを得ない状況となっていま

す。復旧・復興の地域拠点として役割を期待される大学等では、施設等の備えや避難訓

練、復興の担い手としての学生ボランティアの育成に加え、メンタル面を含めた学生等

への配慮や、誰も取り残さない支援体制の構築に向けて障害のある学生に対する防災対

策等が求められるようになりました。

今回のセミナーでは、被災経験を持つ関係者が異なる立場から知見を共有し、今後の取

組に役立つ具体的な事例紹介等を行います。

令和６年度 学生生活にかかる喫緊の課題に関するセミナー 実施要項

１．目的

学生を取り巻く諸問題や大学、短期大学及び高等専門学校（以下、「大学等」とします。）における

学生支援に関する喫緊の課題をテーマとして、具体的な問題事例や課題解決に向けた好事例の紹介等

を行うことにより、学生支援の充実を図ることを目的として実施します。

２．テーマ

大学等における防災と学生支援

３．主催

独立行政法人日本学生支援機構

４．後援（予定）

文部科学省・一般社団法人日本学生相談学会・特定非営利活動法人全国大学メンタルヘルス学会

５．日時

令和６年１２月１０日（火）１３時３０分～１７時００分 ※時間は予定

６．実施方法

オンライン（ ウェビナー）

７．参加対象

・大学、短期大学及び高等専門学校の副学長相当職や部課長相当職等の幹部職員

・大学、短期大学及び高等専門学校で学生支援に携わる教職員

８．定員

名程度

９．参加費

無料

プログラム

～ 開会挨拶 独立行政法人日本学生支援機構 理事 石川 和則

～ 行政説明 文部科学省 高等教育局学生支援課 奥井 雅博 氏

～ 基調講演 福井工業大学 工学部 建築土木工学科 教授 竹田 周平 氏



～ （休 憩）

～ パネルディスカッション

モデレーター：東北大学 高度教養教育・学生支援機構 教授

学生相談・特別支援センター長、

総長特別補佐（学生支援担当） 博士（教育学）

臨床心理士／公認心理師 池田 忠義 氏

パネリスト：

金沢大学 保健管理センター 教授 足立 由美 氏

立命館大学 障害学生支援室支援コーディネーター 酒井 春奈 氏

福井工業大学 工学部建築土木工学科 教授 竹田 周平 氏

～ 閉会挨拶 独立行政法人日本学生支援機構 学生生活部長 山本 有香

参加申込

参加を希望される方は、日本学生支援機構ウェブサイトから参加申込フォームにアクセスし、下

記に記載のＩＤ・パスワードによりログインして、必要事項を入力の上お申し込みください。

＜＜参参加加申申込込期期間間：：１１１１月月１１８８日日（（月月））～～１１２２月月３３日日（（火火））＞＞

ウェブサイト

ログインID、パスワードは11月中旬頃お送りする「実施要項」に掲載されています。

※申し込み状況により、期限前に締め切る場合がありますのでご了承ください。

質問

参加申込時に、セミナーのテーマに関連する質問を受け付けます。ご質問がある場合は、参加申

込フォームの該当欄に入力し、送信してください。

お送りいただいた質問には、セミナー当日のパネルディスカッションの中で回答する予定ですが、

時間等の関係で回答できない場合がありますので、予めご了承ください。

参加方法

参加申込をされた方には、１２月９日（月）までにセミナーのＵＲＬ、アクセス方法、配付資料

等についてメールで連絡しますので、ご確認の上ご参加ください。

情報保障（文字通訳）

セミナーの全てのプログラムにおいて、文字通訳（字幕）による情報保障を行います。セミナー

の画面に文字情報が表示されますのでご利用ください。

．本件に関する問い合わせ先

独立行政法人日本学生支援機構

学生生活部 学生支援企画課 総務企画係

〒 東京都江東区青海

＠
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